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１【提出理由】

当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生しま

したので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号

の規定に基づき臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

（１）固定資産の譲渡

　①当該事象の発生年月日

　　　平成29年２月３日

　②当該事象の内容

事業規模に見合う組織体制のスリム化と経営資源有効活用による有利子負債等の債務圧縮を図るため、本店

及び第２駐車場の土地、建物の譲渡を決議いたしました。

　③当該事象の損益に与える影響額

当該事象により、平成29年３月期連結及び個別決算におきまして、約2,649百万円の特別利益を計上いたしま

す。

 

（２）固定資産の減損損失

　①当該事象の発生年月日

　　　平成29年４月21日

　②当該事象の内容

卸売事業の共用資産である天理流通センター等について、当連結会計年度における本店の土地建物の売却に

伴い、当社グループの保有する不動産全体の資産価値が減少したため、「固定資産の減損に係る会計基準」に

基づき将来の回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収可能額まで減額し、減損損失として特別損失に計上

いたします。

　③当該事象の損益に与える影響額

当該事象により、平成29年３月期連結及び個別決算におきまして、約1,977百万円の特別損失を計上いたしま

す。　

 
 

（３）事業構造改革実施に係る特別損失の計上

　①当該事象の発生年月日

　　　平成29年４月21日

　②当該事象の内容

当社グループは、低成長下においても利益を創出できる強固な経営基盤を構築し、将来に向けた持続的成長

を目指すため、抜本的な事業構造改革を実施いたします。

これに伴い、組織再編及び売場統廃合による棚卸資産廃棄損や天理流通センターの内製化に伴う一時費用な

ど、事業構造改善費用を特別損失に計上いたします。

　　③当該事象の損益に与える影響額

当該事象により、平成29年３月期連結及び個別決算におきまして、約221百万円の特別損失を計上いたしま

す。　　
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